
第
８
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
基

本
計
画
を
可
決

５
月
臨
時
会
で
全
議
員
を
委
員
と
す
る
「
第

８
次
総
合
計
画
策
定
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

議
員
提
案
や
基
本
構
想
案
の
協
議
、
３
つ
の
分

科
会
で
の
基
本
計
画
事
業
案
の
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
で
の
議
員
間
討
議
を

経
て
、
事
業
名
の
修
正
等
、
３
項
目
の
要
望
事

項
を
ま
と
め
、
執
行
部
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
修
正
要
望
等
が
反
映
さ
れ
た
議
案
が
今

定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
を
制
定

市
の
債
権
に
つ
い
て
納
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
に
行
う
督
促
状
の
発
送
に
関
す
る
督
促
手

数
料
の
徴
収
事
務
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
の

観
点
、
ま
た
、
事
務
の
効
率
化
に
よ
り
市
債
権

全
体
の
収
納
率
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
督
促

手
数
料
を
廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

多
治
見
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

消
防
団
員
の
団
員
定
員
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
員
の
定
員
を
５
３
９
人
か
ら
４
９

３
人
に
改
め
る
。
ま
た
、
年
額
報
酬
の
計
算
期

間
お
よ
び
月
割
で
の
支
給
に
つ
い
て
明
記
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

を
可
決

多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
９
億
９
千
５
３
１
万
７
千
円
を
増
額
し
、
４
４

２
億
３
千
８
８
９
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

お
も
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
務
費

２
億
１
千
３
７
５
万
９
千
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
寄
附
採
納
額
増
加

の
見
込
み
（
約
２
億
円
か
ら
約
６
億
円
）
に
伴

い
、
報
償
費
等
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
小
学
校
施
設
改
良
事
業
費

４
３
７
万
１
千
円

共
栄
小
学
校
お
よ
び
根
本
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
排
水
機
能
改
善
工
事
等
に
伴
い
、
工
事
請

負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
中
学
校
施
設
改
良
事
業
費

５
千
90
万
６
千
円

①
陶
都
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
排
水
機
能
改
善

工
事
に
伴
い
、
工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

１
３
６
万
１
千
円

②
平
和
中
学
校
校
舎
棟
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の

屋
根
防
水
改
修
工
事
に
伴
い
、
工
事
請
負
費

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

４
千
９
５
４
万
５
千
円

※
財
源
：
地
方
債
（
学
校
教
育
施
設
等
整
備
事

業
債
（
充
当
率
75
％
、
交
付
税
措
置

率
50
％
））

□
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
費

１
億
８
千
９
２
６
万
円

平
和
中
学
校
校
舎
棟
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の

非
構
造
部
材
耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、
工
事
請

負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※
財
源
：
国
庫
補
助
金
１
／
３
、
地
方
債
（
学

校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
（
充
当

率
90
％
、
交
付
税
措
置
率
60
％
））

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

を
可
決

多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
９
億
１
千
３
９
３
万
４
千
円
を
増
額
し
、
４

５
１
億
５
千
２
８
３
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。お

も
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
物
価
高
騰
対
策
生
活
支
援
事
業
費

２
億
２
千
５
１
８
万
４
千
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
へ
の
商
品

券
配
布
に
伴
い
、
需
用
費
等
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

※
一
世
帯
に
付
き
５
千
円
の
商
品
券
を
配
布

※
財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

□
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
給
付
金
事
業
費

（
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
）

６
億
６
千
５
０
０
万
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
低
所
得
世
帯
へ

の
給
付
金
支
給
に
伴
い
、
補
助
金
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

※
一
世
帯
に
付
き
７
万
円
を
支
給

※
財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

□
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

加
藤　
誠
二　
　
　
本
町　
　
　
　
（
新
任
）

西
尾　
英
子　
　
　
幸
町　
　
　
　
（
新
任
）

堀
江　
由
美
子　
　
笠
原
町　
　
　
（
新
任
）

園
原　
末
善　
　
　
松
坂
町　
　
　
（
新
任
）

任
期
は
、
令
和
５
年
12
月
26
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
12
月
25
日
ま
で

□
選
挙
管
理
委
員
の
補
充
員
選
挙

渡
辺　
哲
郎　
　
　
旭
ケ
丘　
　
　
（
新
任
）

松
島　
祥
久　
　
　
小
田
町　
　
　
（
新
任
）

冨
田　
美
朝
代　
　
白
山
町　
　
　
（
新
任
）

今
里　
真
己
子　
　
根
本
町　
　
　
（
新
任
）

任
期
は
、
令
和
５
年
12
月
26
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
12
月
25
日
ま
で

意
見
書
２
件
を
可
決

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し

た
意
見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

あ
て
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長　
内

閣
総
理
大
臣　
総
務
大
臣　
財
務
大
臣　
文
部

科
学
大
臣　
厚
生
労
働
大
臣　
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣

□
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
書

あ
て
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長　
内

閣
総
理
大
臣　
総
務
大
臣　
財
務
大
臣　
経
済

産
業
大
臣　
厚
生
労
働
大
臣　

請
願
は
み
な
し
採
択
に

請
第
１
号
18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療
費
助
成

制
度
拡
充
を
求
め
る
請
願
は
、
12
月
20
日
の
本

会
議
に
お
い
て
、
同
請
願
の
内
容
を
含
む
「
議

第
１
１
８
号
第
８
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
を
定
め
る
に
つ
い
て
」
が
、

可
決
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
事
不
再
議
の
原
則

か
ら
「
み
な
し
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
案
件

12
月
定
例
会
の
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おもな案件


